
 
理事  小黒 友彦 

 

仕事にはおおきく分けて２種類あると考えられます。１つは「（自

分が）やらなければならない仕事」もう１つは「（誰かが）やればい

い仕事」。私達はまず第１に歯科医師であり、研鑽を積みながら患者

さんのためにベストな診療をし、また経営者として自院の経営を成

り立たせ従業員を養っていかなければなりません。その上、家族の

ためには父親（母親）として、対外的には家族の長として対応しな

ければならない仕事が多くあるはずです。これらは自分がやらなけ

ればならない大切な仕事でしょう。 

もう一つの誰かがやればいい仕事は、例えば町内会のゴミステーシ

ョンの掃除、３．１１の東日本大震災のボランティア活動から、市

歯会でいえば委員会活動、班長の仕事、介護認定審査会の仕事など

いろんな分野で幅広くあると思います。 

この２つの仕事を考えた時、極論を言えば、自院の経営と家族のこ

とだけを考えて、非会員で生きていくのも一つの選択肢だと考えら 

れます。自分がやらなければならない事をやるだけでも大変なのに

その上他人のためになんて、誰かやりたい人がやればいいんではな



いの、と考えるでしょうか。 

でもそれでは、未入会者が増えて会の衰退につながりますね。 

現在多くの方に委員、班長、学校医等をやってもらって会が成り立

っています。皆さんの協力のおかげです。 

その上これからの市歯会の区の役割として、区役所の対応、地域に

密着した活動など独自の事業がどうしても増えていく時代になりそ

うです。そんな時、例えば支部長やってもらえますか？と会から頼

まれたり、もしくは区の集まりで選ばれたりする事があるかもしれ

ません。頼まれるということはその人に能力があり、頼みやすさ、

魅力がある人ということです。大変な仕事だと思いますが、是非会

のために積極的に受けられてはどうでしょうか。（決して強制するも

のではありませんよ） 

３．１１の東日本大震災以降、ボランティア活動が盛んに行われ

たり、義援金が多く集まったり、節電に協力したり、自分だけ良け 

ればいいというより、人のために動くという気運がより多くの人に 

芽生えてきてる気がします。同じ日本人として誇らしく思いますし、

私も大したモンじゃありませんが少しでもいいからそうありたいな

～と思っています。 



私は新潟の地で、ありがたい事に電気も不自由なく使え、家族とも

離れることなく安穏と暮らすことができています。その私が出来る

事といえば現状に感謝して、歯科医師としてやれることを微力なが

らやるだけだと思っています。 

 
 



私が最近「薄気味悪い」と思うこと 

監事 
小黒 友彦 

 
 先月、たまたまネットで官房長官定例会見をライブ配信で見ました。 
（＊ネットライブ配信について：最近の TV 報道、新聞報道は前後の流れや発

言者を恣意的にカットしている感じが個人的にします。その点、ライブ配信な

ら時間のある人は流れを全部見られるので、そういった面では信頼できる報道

と感じます） 
そこでは、女性記者が官房長官に質問している場面が映っていたのですが、そ

れに対して私はザワザワした「薄気味悪さ」を感じたのです。どうも嫌な感じ

なのです。その場面を再現しますと、 
〇物事の本質から外れた些末なことに対して 
〇その女性記者の主観が拠り所となった質問を 
〇進行役が注意するにも拘らず、又、他の記者の質問時間を遮って、一人で５

回も６回も執拗に 
〇ややエキセントリックな口調で、詰問していました。 
（先に述べておきますが、決して女性記者に個人的な攻撃をするつもりはなく、

私が勝手に感じているこの何年間かの「奇妙な違和感」の典型例として挙げて

いると理解していただきたいと思います。なんの恨みもありません） 
では、私はこの場面の何に「薄気味悪さ」を感じたのでしょうか？ 
① ひとつは、 
この女性記者の自分の主観をどうも１００％正しいと信じて疑っていないで

あろう、そのある意味純粋さ、愚鈍さに、居心地の悪さを感じたのでしょう。

本当に、その主観は正しいのでしょうか？ジャーナリストならおざなりな質問

ではなく、核心を突く鋭い質問をせよ、とは思いますが、質問の根拠は一方的

な思い込みではないのか、といった慎重な謙虚さも必要なのではないでしょう

か。そうすれば、もう少し違った質問内容になったでしょうし、もっと違った

口調になったのではないか、と思います。 
② もう一つは 
よしんば、自分の主観が正しいとしても、相手に対する尊敬の念を感じさせな

い、相手を貶めてやろうとすら感じさせる、その物言いに、その不健全さに気

持ち悪さを感じたのでしょう。「私は国民を代表して正義の名のもとに質問し

ているのだ」などという間違った思い込みをすると、往々にしてこの様な肩で

風を切るような、高圧的な態度に出てしまいがちなのではないでしょうか。 



どうも、以上の２点から私は「薄気味悪さ」を感じたようでした。 
ジャーナリストなら、 
〇物事の本質を 
〇確かな根拠を持って 
〇理路整然と 
〇冷静に質して欲しいと思います。 
以上のことから２つの事を思い出しましたので、己を振り返る意味でもここに

記しておきたいと思います。 
① ひとつは、 
ナザレの方イエスのお話です。ある広場で娼婦が姦通の罪で石打の刑に処され

る場面にイエスが遭遇しました。そこで戒律に厳しいパリサイ人にイエスが言

った言葉が「貴方達の中で罪を犯したことのない者が、まずこの女に石を投げ

なさい」。このあと、イエスと女を残して皆がその場を立ち去ったという話で

す。 
② もう一つは、 
吉野弘作の「祝婚歌」の一節です。よく結婚式で披露される現代詩で、仲睦ま

じい夫婦のための詩です。www5.plala.or.jp/kappa_zaru/shukukonka.html 
その中の「・・・正しいことを言うときは 少しひかえめにするほうがいい・・・」

という一節です。興味のある方は、是非、全文読んでみてください。 
二つとも、何も「立派な人間であれ」と言っているのでありません。もっと自

分の正しさに疑問を持ちながら、健全な精神を持って他者に対峙したほうが、

いい世の中になるのではないか、というお話です。 
 私の以上の意見に対してある人が、「でも、強大な者（政治）に対して、弱

き者（女性記者）が、勇気を持って真相を問いただすのは、あっぱれなジャー

ナリズム精神だ」と返したとします。私はそれに対して、「それは私の言いた

いことと論点がズレていますね・・・」などとは決して言わず、「そうですね、

そういう見方もありますね」と答えるべきなんだろうと思います。それも大事

な一つの忖度と言えるでしょうし、私ごときがそんなに肩肘張る必要もないで

しょう。（本質に関わるところは、徹底的に話し合うべきですがね）チカラヲ

ヌイテイキマショウヨ 
些細なことで叩く時は徹底的に叩く、そんな時代。大人が変にギスギスしすぎ

ない世の中を作ることは、世間を見て成長する子供にとっても大切なことだと

思います。 



私的贈与論 
                       理事 小黒  友彦 

 
私が最初に広報委員を受けて会務に携わって 12 年が過ぎました。なぜ会務を

引き受けたかといえば、先輩に頼まれたので受けたというしかなく、会のため

になどという志や使命感は全くありませんでした。（自分の勉強になるかなとい

う感じは当然ありました）というよりも、なぜ会務を引き受けたかなどそもそ

もあまり考えずにここまで続けて来たという感じです。 
１年くらい前に元神戸女学院大学教授の内田樹 
（http://ja.wikipedia.org/wiki/%E5%86%85%E7%94%B0%E6%A8%B9） 
著の「呪いの時代」（新潮社）を読んだ時にふと感じるものがありました。それ

は贈与論ともいうべきもので本来は経済的な意味に用いるようです。詳しい事

が知りたい方は本を読んでもらうということで、大雑把にまとめて説明します

と、 
「本来人間は、贈られた物を退蔵することは何か悪いことが起きる気がして、

直ちに次の人に与えたくなる生き物である。そして、これが一つの経済の基本

であり、贈与経済、というものである」となります。 
この場合の物とは、「自分が価値があると思ったもの」は全て対象になります。 
 
私は両親の世話になって一人前（？）になってきました。今はもういない両親

にいくらかでも親孝行出来たでしょうか。少しは頑張ったかもしれませんが恐

らく親からもらったものの１/100 も返せていないでしょう。（まぁ、そもそも返

せるものではないのですがね）その不足分は、今度は自分が親になって（喜ん

で）子供に与えていくのでしょうね。 
また、患者さんからも多くの患者さんを紹介してもらったり、個人的に絵を頂

いたり、遠くからバスで二十年も通っていただいたり、多くの過なるものを貰

っています。日々の診療で返すべきものですが、本当に返しきれているのでし

ょうか。これでいいというものはないでしょう。 
そういう諸々を含めて、ありがたいことに歯科医師になって家庭を持ち何不自

由なく生活し、自分のためだけに生きていることにどこか負債感とも言うべき

気持ちが隠れていたのかもしれません。 
過剰にもらった物を退蔵している（と思える）自分に、「何かお返しをしないと

いけないんじゃない」という気が有り、それがたまたま私の場合は会の為に働

くという形で心の安寧を計って来たというのが案外本当のところかもしれませ

ん。 

http://ja.wikipedia.org/wiki/%E5%86%85%E7%94%B0%E6%A8%B9


結局、人の為に会務をしていたら自分の為にしていた、というあまりに極小の

話になってしまって我ながらびっくりします。 
 
しかし、これが内田樹氏が言うところの「呪いの時代という現代を生きる智慧

は、他者へ祝福の言葉を贈る事、すなわち贈与論である」にも繋がっていくの

かもしれませんね。 
何も意識せず行ってきた会務が、結局己の心の安寧をもたらしてくれていたの

なら、私にとってはラッキーな事であり、知らず知らずのうちに幸福感を貰っ

ていたと言えるでしょう。そうそう、贈与論の中では「贈られた物を次にパス

することのできる人には、またより多くのものが贈られる。」とも書いてありま

した。 
 
お気楽で、都合が良く、自己弁護的に聞こえる恐れもある話でしたが、あく

までも私的なものなので、こういうのもありだよね～、という大きな気持ちで

受け止めてください。 
 



遷宮～創造の前には破壊がある～ 
理事  小黒 友彦 

 
写真は、西行が「なにごとのおはしますかは知らねどもかたじけなさに涙こぼるる」と

詠った伊勢神宮内宮、宇治橋の鳥居から朝日を望む（ネットより転載） 
 
今年の GWに３回目の伊勢神宮参拝に３泊４日の日程で家族と行ってきまし
た。本年は伊勢神宮と出雲大社の遷宮が同じになるという珍しい年で、なんと

かお伊勢さんだけでも行きたいと思い計画しました。 
＊（遷宮（せんぐう）とは、神社の正殿を造営・修理する際や、 正殿を新たに
建てた場合に、御神体を遷すことです。式年とは定められた年という意味で、 伊
勢神宮では20年に一度行われます。出雲大社は概ね６０年に１度行われます。）
前の２回と違って今回は車で行く事とし、行き帰り 1泊ずつ石川県で宿泊して
のロングドライブとなりました。 
おかげさまで楽しい旅となり、おかげ横丁で赤福も買ってきましたが、今回は

式年遷宮について考えてみたいと思います。 
 
何故２０年に１度わざわざ膨大なお金をかけて御神体を動かすのか？ 
この遷宮を２０年に１回行う理由というのが、いろいろ推察されています。 
例えば、 
・20年という期間は、木造建築の耐久年限にかかわるとともに、人間の 1世代
に相当し、大神（おおかみ）の新たな生まれ変わりを意味しているとの説 
・国産檜などを使った宮大工仕事の伝承には 20年くらいで立て替え続けないと
技法が廃れてしまう説。（藤原新也氏説） 
・天皇家の世代に合わせる説。 
・神道にある「常若（とこわか）」という考え方に基づく説 
などいろいろありますが、ここで大胆に小黒仮説を立ててみましょう。（大した



ことはないです、既にある仮説と思いますが） 
神道では、昔から木や磐座（いわくら）に神が宿る、すなわち神の依り代とな

ると言われています。御神体が磐座という神社も少なからすあります。 
木材である檜で作られた本殿はいわば神様の依り代であり、伊勢神宮ともなれ

ば全国から年間何百万人と参拝に訪れ、その人々の願掛けは渦巻く欲のような

ものとなり、本殿に澱のように蓄積されて依り代として日々汚れていくのでは

ないでしょうか。そうすると神様のおわしますところ、聖域としての機能が弱

くなってしまいます。そこで２０年を目安として、リフレッシュするために建

て替えを行うのではないでしょうか・・・・。  

       
（蛇足ではありますが、20年後の式年遷宮が行われる時も、無事国産ヒノキを

ふんだんに使える（伊勢神宮の遷宮は出雲大社と違って、使用済みヒノキは全

部破棄して、全く新しい木材で作るとの話です）自然環境が保たれることを危

惧しつつ願っています。） 
 
さて、翻ってみますと私の歯科医院も１１月２日で開業 23年が経とうとしてい

ます。壁紙・床の張替え、チェアー・パノラマの入れ替えをする以上に病院に

溜まった澱のようなもの、心に詰まった澱のようなものを一掃することは必要

かもしれませんね。誤解を恐れずに言えば、私自身が、皆さん一人ひとりが、

神の依代とも考えられます。 
仕事においては初心忘れるべからずを最上とし、心の遷宮もし、日々新たな気

持ちで取り組みたいと思います。 
 
また歴史のある市歯会もかなりの年数が経っています。 
組織としては長い歴史を持ちますが、幸い理事・部員で２０年もやる人はまず

いないでしょう。新陳代謝のように入れ替わることは幸いなことだと思います。 
澱のようなものが滞った会では困ったものです。 
執行部の一員として、蓄積された悪しきものがリフレッシュされ、理事・部員

が気持ちよく働ける市歯会であり続けることを、強く願うものです。 
 
 



祖国について 

―反檄⽂―        ⼩⿊ 友彦 

 
ロシアのウクライナ侵略について。 
まず始めに、私は地政学も、歴史学も、宗教学も知らない⾨外漢なので、ロシアについて

⼀⽅的に語ることはできませんが、事がここまで進んでしまうと、⼀刻も早くロシアが侵略
を⽌め、ウクライナに平和が訪れることを強く願っています。 

 
今は SNS の時代なので、ウクライナ⼤統領、ウクライナ兵⼠、⼀般市⺠の祖国に対する

思い、⾏動を、映像で⽬の当たりにすることができ、単純に美化してはいけませんが、⼼打
たれるものがありました。 
その映像を⾒て、久しぶりに思い出す短歌があります。それは、 
「マッチ擦る つかのま海に 霧深し ⾝捨つるほどの 祖国はありや」―寺⼭修司です。 
（この句本来の意味は、第⼆次世界⼤戦で寺⼭の⽗が出征し戦死しました。その後、経済成
⻑を遂げつつあった昭和 40 年代に、⽗が⾝をささげた祖国⽇本は、果たしてそれに⾒合っ
た誇りある⽇本になっているか―いやなっていないではないか、という寺⼭の嘆きといわ
れています） 
この句の「・・・⾝捨つるほどの祖国はありや」の部分が⼼に引っ掛かり、蘇ったのです。 
もし、⽇本が他国に侵略を受けたとしたら・・・私はウクライナの⼈々のように、祖国のた
めに命を投げ出して闘うことができるでしょうか？？？ 
⽇本は、私が命を投げ出すに値する祖国でしょうか？？？ 
平和ボケした⽇本で、⾃分について、祖国について少し考えてみました。 
 
 まず、私が祖国⽇本の有事に命を投げ出すことなどできるのでしょうか？ 
今のこの平和時には、とてもできそうには思えません。しかし、今からわずか 75 年前、第
⼆次世界⼤戦時に出征した若き兵⼠たちの⼿記を読むと、彼らは祖国を守るためもあった
のでしょうが、それよりも、祖国の⽗⺟が、愛する⼈が、⼦や孫が殺されることにとても耐
えられず、本当は出征などしたくない⾃分を⿎舞して出征したようです。 
悲しいけれど、有事には⼈間とはそうなるものなのかもしれません。 
 また、今の⽇本は果たして命を投げ出すに値する祖国でしょうか？ 
どうでしょう？ 
とてもそうは思えない？ 
私は、平和ボケした⽇本でも、今のところ近隣する他国に侵略されることもなく、のらりく
らりと⽣き延びていることは、悪くないと思うのです。 



不満はあると思いますが、世界第 3 位の経済⼒を持ち、⾔論統制、情報統制もなく、これだ
け⾃国の悪⼝を堂々と⾔える⽇本は不満に溢れた祖国だとは思えないのです。 
しかし、中には今の⽇本を“⾝捨つるに値しない祖国だ”と不幸を嘆く⼈もいるかもしれませ
ん。今の⽇本を“⾝捨つるに値する”と考えるにしろ、“値しない”と考えるにしろ、どう考え
てもより不幸な事は、そんな祖国のために、⾝を投げ出さなければならない状況に陥るとい
うことでしょう。 
そう考えると、極東の島国の⼀⻭科医師が、のたりのたりと惰眠をむさぼれる事は、この上
なく恵まれたことであり、感謝しかないと強く思います。 
 平時に、祖国について考え、何が⾃分⾃⾝できるか考えられる（能⼒のある）⼈は少ない
と思いますが、逆に、あまりにも真剣に考え、まして憂えてしまうと、檄⽂を残すような事
も起こらないとは⾔えません。無関⼼もだめですが、考えすぎることもだめだということで
す。祖国について⼀⼈⼀⼈が考えざるをえない、稀な今の世界状況の中で、私ができること
はせいぜい祖国についてゆるりと思いを巡らすことぐらいです。 
 
最後に、 
⾝捨つるほどの祖国はありや・・・それでも私は⽇本に感謝し、 
祖国のために闘わなければならない、霧深しウクライナの⼈々に思いをはせ、⼀⽇も早い
ウクライナの平和を願います。 



 

 

 

 

 

 

監事  小黒友彦 

 

診療をしていて、「これだけ綺麗にメンテナンスしていたら、何歳

になってもしっかりかめて、医療費もかからないだろうな」と思う

人もいれば、「こんなに口腔内が不良で、痛いときにしか来ない治療

では、責任持った診療ができないな」と思う人もいます。（当然一生

懸命治療はしますよ） 

また、私事ですが健康管理の面から、２０年近くジムに通っていま

す。割と健康には気を使っていると自分では思っています。 

一生懸命己の健康に留意した人が病気になった時の周囲の目は「致

し方ない、かわいそう」ですが、呑んで、煙草吸って、不摂生な生

活をした人が病気になった時周囲の目は「自己責任だね～」になっ

てしまうでしょう。これは人情である、と思います。 

このように、自己完結の話の場合はこの見解はまったくもって正し

いと言えそうです。その証拠ではないですが、新しい民間生命保険



は、何らかの形で健康に留意する人の掛金は安くなるそうです。 

日本も昔のように、その日のことで精一杯、という時代ではなく、

余裕があり自分の健康は自分で管理する時代なのです。 

 

しかし、国民皆保険制度では不摂生で病気になった人の自己責任で

は済みません。医療費の７割は全国民のおかげで支払われているの

です。健康な人の健康保険料で病気の人の負担を補助していく相互

互助の面があるからです。 

昔私は「１年間健康で医療費を使わなかった人は、いくらか還付金

をあげたら皆の健康意識は上がるのではないか」と考えたことがあ

りました。けれども上記の理由で、どうも無理な話のようです。 

ここで過日の麻生副総理の発言です。「私（麻生副総理）の知り合い

が言うには、何も健康に気を使わず不摂生で病気になった人（に限

る話だが）を、健康に気を使ってお金も使う人が助けていくのはお

かしな話だ、と言っていた。」概ねこのような発言だったと思います。 

これは麻生副総理独特の確信犯的な発言ではないでしょうか。「自分

の不摂生で病気になったのに、金銭的に自分の子供を含む他人の負

担をこれ以上増やしていっていいんですか？」とも言われている気

がします。世界に冠たる国民皆保険、医療費の留まる事のない増加、



若者人口の減少。多方面から対策を練らねばならない問題でしょう。 

例えば国民を、①健康に気を遣う自己管理型３割、②健康なんかに

気を使わない不摂生型３割、③その中間４割と仮定すると（統計的

な意味は全くありません）その②、③に向けた恣意的なメッセージ

とも読めなくもない話です。さらに話を進めれば、①の人々が、②、

③の人々に向かって文句を言ってもあまり意味がありません。それ

よりその②、③の人々の中から、自発的に「やっぱり、自分の健康

は自分で管理していかなければならない」という声が上がり始める

と、初めて医療費削減という改革の一歩が起こり始めるかもしれま

せん・・・という気付きに関する夢の中のようなお話でした。 

 


